
 

 
教室名：縄瀬小学校放課後子ども教室 

連絡先：都城市教育委員会生涯学習課 

電 話：０９８６－２３－９５４５ 

Ｆ Ａ Ｘ：０９８６－２５－１０４３ 
     

１ 実施状況   

主な活動場所 縄瀬活性化センター 対 象 学 校 都城市立縄瀬小学校 

開設時間・ 

年回数等 

毎週 月～金曜  年（２２２ 回） 

午後３時～６時 

対 象 学 年 

平 均 参 加 人 数 

１～６年生 

     １６人 

○コーディネーター（ １ ）人   ○安全管理員（ 2  ）人   ○学習アドバイザー（ ０ ）人 

    

２ 年間の取組    

月 主な活動 その他の活動 

４ ・放課後子ども教室開講式 

・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

５ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・蛍の観察、草刈の事業に参加する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

 

６ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

７ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

・七夕飾りを製作する。 

８ ・体験学習交流会。ソーメン流しの体験をする。 

・都城高専の出前実験を体験学習する。 

・クラフトを使い作品を制作する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

・七夕飾りを飾る。 

９ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

１０ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したいあそび

などを自由に活動する。 

１１ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

１２ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

・大掃除をする。 

１ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

・初詣交流会に参加する。 

２ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 

３ ・毎日の宿題をする。 

・月の計画に基づき活動する。 

・お別れ会をする。 

・月の計画以外に自分の好きな遊び、したい遊びな

どを自由に活動する。 



３ 特色のある取組の紹介 

①「子ども教室同士、地域の子ども達との交流会を通じての保護者、地域の方たちとのふれあいの充実」 

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 

・大きな竹を勢いよく流れてくるソーメンはとてもおいしいよ。 

・毎年恒例のウィンナー作り、今年は交流会もできて充実。 

・クラフトでかごを製作して楽しかったよ。 

・初詣交流会では、みんなで歩いて安全祈願、健康祈願をしたよ。 

 

○ 活動内容 

（平日の活動） 

・子ども教室に帰室すると靴を並べ手洗い、うがいを自主的にする。 

・週 1回の読み聞かせの時は、読んで欲しい本を子どもが選ぶ。 

・蛍の観察、草刈の事業では地域の方、保護者の方と川のチリなどを拾いきれいにする。 

・年の暮れには５年生が中心になり細かいところなどを清掃する。 

（休日の活動） 

・大きな竹を保護者の方が切ってくださり本格的なソーメン流しを体験する。 

・高崎麓小の子ども達との交流会では、自己紹介、ゲーム、ウィンナー作り、昼食と一緒に体験する。 

・都城高専の出前実験では、普段できない体験活動ができた。 

 （スライム作り、竹とんぼ作り、ロボットの操縦など） 

・保護者の方が講師をして下さりクラフトで作品を制作する。 

・初詣交流会では、初めてのことでワクワク、ドキドキしていたが安全祈願、健康祈願を体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

○ 事業を実施して（参加者の声） 

   ・出前実験では保護者の方も見学に来られ中々見られないロボットなどに喜ばれる。子ども達は操縦が

できてとても楽しかったと話す。（保護者、子ども） 

 ・クラフト製作では夏休みの作品が増えたと喜ばれる。（保護者、子ども） 

 ・初詣交流会では遠足以外では大型バスに乗ることもなく、歩いて神社にいくこともないので良い経験

が出来たと話される。（保護者、子ども） 

 

４ 次年度へ向けて 

 

 

○ これまで続けてきた交流会、体験活動などはそのまま継続していきたいと思う。 

 

○ 子ども達に生の演奏を聴かせたいと思う。 

 

○ これからも保護者の方が安心して子ども達を預けられる子ども教室作り、環境づくりをしていきたい

と思う。 

 

 

 

【ソーメン流し】 【ウィンナー作り】 【ロボットの操縦】 


